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NPO やましろ里山の会 週刊ニュース 1101 号 2025-9-4 

●第 31 回通常総会第 2回理事会開催 8 月 29 日 里山の会事務所にて開催 

高温が連日続く中での理事会となり出席理事は 6名となりぎりぎり成

立する本当に厳しい理事会となりました。 

2025 年度前半の事業報告では里山農園からは子ども食堂へ

ジャガイモなどの提供を実行できたこと、夜の生き物調べ

の参加者が後日来所されて農園の環境が素晴らしいと評価

されたことが報告されました。しかし年度当初中心を担っ

た方が退会されて飛躍できる活動が困難になったこと、そ

して異常な高温と降雨の少なさなど自然の厳しい変化でし

たが、獣害被害は網の設置が効果が見られたとのことでし

た。続いてヤマトサンショウウオでは非常な乾燥で 2つの生育池も乾燥し、わずかに 3月 8日前

後の降雨によって二対の卵嚢が産み付けられ、一対を京都水族館に譲渡して、後日成体の 92 匹と

未成体の 3匹を元に戻す事が出来、水族館との新しい関係が深まりました。次に昆虫観察では、

中学生がこれまで数年確認できていなかったオオムラサキの飛翔の確認と幼虫の発見をされたこ

とは素晴らしい成果でした。そして生駒山山上では参加者が全員が飛翔を見られ感激されたと報

告されました。各種会員名簿の作成については 140 名で会費未納入者が 50 名となっていることが

明確になりました。今後の対策として事務局会議に克服の進捗状況の資料で状況を共有しましょ

うと決定されました。木津川堤防の希少種植生調査管理業務の除草作業は加茂町地域の一部(1 日

分の作業)のところまで到達できているとの事でした。この夏は高温の中での厳しい作業を本当に

ご苦労様でした。こうした振り返りを行うとともに後半のイベント日程を予定通りの実行するこ

とを決めました。特に結成 30 周年記念事業

を 2026 年 11 月 14 日(土)にそして 2025 年

度の幹部研修会を岐阜県各務原市竹林救援隊

（NPO）その他(国宝犬山城・岐阜羽島市の農

園)を 1泊で実行しようとも決定しました。 

 

●第 28 回里山講演会参加者募集 9 月 6 日(土) 

京田辺市中部住民センター（せせらぎ 草内） 

今回講師にお願いている小林慧人さんは学生

時代に里山の会員として魚とりや里山農園・

木津川での取り組みの企画にも参加していた

だき、学生河川レンジャーとして役割を発揮

していただき、山城地域を今も訪ねて頂いて

ます。何よりも幼いころの自然とのふれあい

の大切さを学びあえるのではないでしょう

か。多くの方々のご参加くださることをお願

いいたします。南方では台風 15 号が発生し

前日の 5日には本土近畿地方を通過して、6

日は台風一過となるような見通しです。お越

しをお待ちしています。 
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●里山の会から河川レンジャーに挑戦 8 月 31 日(日) プレゼンテーションで力一杯の発表 中西アサ子さん 

里山の会の出身で河川レンジャーとなっていただきましたのは、福井波恵さん、山田信人さん、

田中秀行さん、田中美知世さん、山村秀夫さん、村上ゆいさん、中西カヨさん、南良靖男さん、

そして中尾博さんとそうそうたるメンバーです。しかしここ数年京田辺市出身のレンジャーの誕

生がみられなかったのですが、中西アサ子さんが自主的に淀川発見講座を受講してレンジャー養

成座も完璧に終了され、8月 31 日のプレゼンテーションも終えられました。後は発表を待つのみ

のところまで奮闘されました。本当に素晴らしい頑張りだ

ったと思います。私もレンジャーの一期生として、心から

レンジャー誕生を期待しております。 

 

●子どもカヌー体験参加者募集中 

毎年多くの参加者をお迎えして親子カヌー体験を実施して

いますが今年は 2 日(火)現在、4家族 15 人の申込が届いて

います。申し込み開始 2日での段階です。これからだと思

いますが人気があり安価でもあります。指導も充実してい

ますので、初心者でも安心して参加できます。大いにこの

チャンスを生かしてご参加ください。これまでだと季節を

よく考えなければなりませんでしたが、温暖化の影響で随

分とやりやすくなってきました。先着順で自動受付となっ

ていますので申し込みをよろしくお願いいたします。 

 

●山城ごちそうフェスタ 9 月 21 日(木) 城陽市五里五里の丘 

山城の特産品が販売されます。またパンやお寿司、ケーキ、そして野菜等

楽しい催しが計画されました。里山の会では松かさツリー作りや竹サイン

ペンつくり、そしてコマまわしなど楽しく面白く愉快な工作で参加いたし

ます。9 時 30 分から 15 時で終了です。 

 

●クビアカツヤカミキリが京田辺市に出現 

梅や桜が枯れさせる被害が発生しています。京都

府で 118 本で発見されて、京田辺市では 47 本(府

下の発生本数の 4割)の大きな被害が発生していま

す。一度定着してしまうと根絶は大変難しいとさ

れています。これはクビアカツヤカミキリが桜などの中で卵を産み、木

を枯らしてしまうのです。いったん広がると防御出来る手段はないので

伐採して根も掘り起こして焼却ということでしか対応がないそうです。

活躍するのは 5~８月で木くずが排出されるそうです。発見したら市役

所に連絡をお願いします。 

 

●竹蛇籠製作の竹切始まる 竹の選別作業 9月 4日(木)15 時 草内倉庫

前に集合 その後現地に移動 50 本の竹にマーク付け<約 30 分）  

終了すると木津川堤防のハンマーモアで除草作業（約 80 分） 

 



 

3 

 

 

京都いきものフェス 掲載ホームページ 

https://www.pref.kyoto.jp/biodic/news/250401ikimonofes.html 

●いきものフェスタ 展示や発表の準備が進められる 9 月 27・28 日 

京都植物園で開催される「いき

ものフェス」は今年で 3回目に

なります。里山の会では正面玄

関温室前の広場で竹蛇籠製作講

習会を開催いたします。これま

で来園者の人びとに製作を呼び

掛けてきて、外国人や子どもた

ちも参加していただくなどして

長さ 3m、直径 45 ㎝の大きな蛇

籠を 6本から 10 本を製作して

きました。今年は同じ大きさを

8本は作り上げたいを計画をし

ております。大阪の芥川や福井

の九頭竜川から参加したいとの

連絡がありました。また開催本

部からも近くの方々や学生の皆

さんに参加を呼び掛けていただ

きたいとお願いをしています。

2日間で持ち帰れないほどの製

作が出来ればと期待していま

す。また活動紹介では A1 フレ

ームを 10 枚以上使って紹介ポ

スターを展示いたします。そし

て子どもも大人も楽しい思い出

となる「松かさツリー工作」と

海ゴミ対策の一つ「竹エンピツ

つくり工作」「コマまわし木工

工作」を提供しようと準備を進

めています。出来れば皆さんのお手伝いをお願いいたします。 

中学生の中沢君と吉村君が 27 日の 15:00 からこの日の締めくくりの活動発表

を行います。どうぞ応援に駆けつけてください。2人にはこの夏休みも毎日ほ

ど自転車で里山農園に出かけて観察活動を展開していただきました。発表をご

期待ください。 

 

 

 

●会誌「里山の自然」記念号作成にご協力をください。 

先ほどの理事会で結成 30 周年記念事業は 2026 年 11 月 14 日と決定されました。これまで多くの

講師にお願いして里山の会の方向付けを学ばせて頂いてきて、この日を迎えることが目前に迫っ

ています。会誌 59 号と 60 号で会員の皆さんに登場いただきたいと考えています。ぜひこの機会

に一度ご寄稿をお願い申し上げます。現在までの最高会員数は 2005 年 19 号時の 268 人でした
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が、2025 年 59 号では 140 人となっていますのでお寄せいただいた原稿はすべて掲載が可能と計

算しております。えんぴつ等手書きで送ってくださっても結構ですのでご協力のほどよろしくお

願いいたします。48 号までを読み通しますと苦労した歩みが懐かしくよみがえるものです。ぜひ

ご協力をお願いいたします。 


